村 をお そった 嵐に ついて 書かれ、 実感の こもった、 描 

写 も ある。 しかし、 この 部落の 闘争の 背景 をな す 大き 

い 運動が 感じられる ように 書かれて いず、 又 はじめに 

いきなり 葬式 行列と 死骸の やかれる ひど い 有様から か 

き 起した の は 構成の 上で 失敗で ある。 全体の 結構から 

云って あすこ は 必要ない。 それから、 作者 は 「であろ 

う」 という 文句 を 何 か 適当し ない 場所に つかって いる _ 

そのために、 文章が よく 考えて かかれた のでなくて、 

かき 飛ばされて いるよう な 印象 を 与える。 

この 作者の 応募 詩の 或る もの を 一 寸 よむ 機会 を 得た 

が、 小説の 中と 詩の 中と、 同じ 表現が 幾度 もっか われ 



ている ことに 注意 を ひかれた。 必 しも 咎める こと は 出 

来ない が、 現実 を 周到に 観察し、 それぞれ をなる たけ 

正確に、 活々 と 表現し ようと 努力して ゆけば、 自然と 

そういう 欠点 はなおる であろうと 思う。 

終りの 印象的に とらえられ ている 場面 は 書き かた を 

もっと 煩雑で なくす ると ズッ と活 きて 来る。 以上の 点 

を 考慮に 入れ、 予選 作品の 中で は、 まとまつ ている 方 

であると 思 つ た。 

「製本 職工の 創った 小説」 谷英三 

この 作 は、 はじめ 筆 をお ろす ときに、 小説の 終りの 

部分 (つまり 職場 仲間が やられた のにた だ 手 をつ かね 



て 見て いるば かりであった 製本 工場 内の 実際の 有様) 

まで を 一貫して ハツ キリ 見と おし、 そこへ 来る までの 

いろんな 出来 ごと を、 その 主な 骨に 結びつけて 活かす 

ように 書いたら、 きっと 面白い ものに なった だろうと 

思う。 作者 はた だ、 あれの 次 この こと、 この ことの 次 

に 斯うな つたと、 ぼんやり 事に 追われて、 並べて いる。 

元気の いい、 若い 調子 は 結構 だけれ ども、 この 作で は 

すこし 調子に、 のリ すぎて いると 云えない こと もない。 

職場の ひとらしい 独特の 味 も あるの だから、 いそがず 

又 次々 に 実際 生活での 経験 を じっくり 作品に して 行つ 

たらい いと 思う。 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十 巻」 新 日本 出版社 

1980 (昭和お) 年に 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 4 刷 発行 

初出 ： 「文芸 評論」 

1934 (昭和 9) 年^ 月 号 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 米 田 進 

2 003 年 ー 月 S 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



